マルコ伝1

   ベック兄(吉祥寺学び会、マルコ伝シリーズ、2001/09/04)

引用聖句：詩篇119章72節

72 あなたの御口のおしえは、私にとって幾千の金銀にまさるものです。 

詩篇119:97

97 どんなにか私は、あなたのみおしえを愛していることでしょう。これが一日中、私の思いとなっています。 

詩篇119:105

105 あなたのみことばは、私の足のともしび、私の道の光です。 

詩篇119:140

140 あなたのみことばは、よく練られていて、あなたのしもべは、それを愛しています。 

詩篇119:162

162 私は、大きな獲物を見つけた者のように、あなたのみことばを喜びます。 

エレミヤ書15:16

16 私はあなたのみことばを見つけ出し、それを食べました。あなたのみことばは、私にとって楽しみとなり、心の喜びとなりました。万軍の神、主よ。私にはあなたの名がつけられているからです。 

今読んでくださった箇所とは、確かに昔々のダビデの告白です。けども、現代人は悩むようになり、いろいろなことで苦しむようになれば、このような態度をとるべきなのではないでしょうか。ダビデにとって喜びの源、力の源とは結局、主のみことばであり、主の約束でした。

前に紹介したことがあるんですけども、一人の現代人の告白です。ある姉妹の手紙から一部分だけちょっとお読み致します。

まず詩篇から。やっぱり詩篇はいいんですね。悩むとやっぱり励まされます。詩篇を書いた人々とは、みんな全く普通の人間でした。すなわち、みんな悩むる者でした。そして、自分でいくら頑張っても考えても何もならない、だからみことばに頼るという態度とったのです。結局みことばとは、勉強すべきものよりも、祈りの材料とならなくちゃならない。あの姉妹はやっぱり詩篇から。引用した箇所は19篇の12節です。

詩篇19:12

12 だれが自分の数々のあやまちを悟ることができましょう。どうか、隠れている私の罪をお赦しください。 

ダビデはこういうふううに書いただけじゃでなくて、あの姉妹も同じようになったらしい。「昨日、このみことばを読んだとき、私は自分の罪の重さに涙が止まりませんでした。今までのたくさんの罪と、今日もまたおかしてる罪を思うと、心が重くなりました。そして、自分の感情で接してしまう、この主が与えてくださった子どもたちは、こんな罪人の私と一緒にいて、まっすぐ主の道を歩んでいけるのかと考えたりもしました。でも、今日、テープを聴いて…」

外国にいる姉妹なんです。結局みんなさびしい、あんまり交わりがない。「…でも今日テープを聴いて聖書を開いたら、心が楽になりました。すべてを主に渡して、主に、ゆだねたからです。わたしは主。あなたをいやすものである。このごろは、できるだけたくさん、イエス様からの喜びをいただこうと、聖書をいつもテーブルの上に置き、座るたびに開いて、みことばを食べています。」

勉強してますじゃない。暗記しようと思ってるなのでもない。「食べています。」また、みことば引用してるんです。

申命記4:7

7 まことに、私たちの神、主は、私たちが呼ばわるとき、いつも、近くにおられる。 

そして、パウロの告白も引用してくださったのです。

コリント人への手紙第II、4:11

11 私たち生きている者は、イエスのために絶えず死に渡されていますが、それは、イエスのいのちが私たちの死ぬべき肉体において明らかに示されるためなのです。 

私はイエス様が大好きです。そして、箴言31篇10節から31節に出てくる妻も、大好きで少しでも彼女に近づきたいと思います。御心であれば、近づけると思って祈りながらこの書を毎日読みます。」

それから、もう一箇所引用して、手紙は終わったんです。

ペテロの手紙第I、1:17

17 また、人をそれぞれのわざに従って公平にさばかれる方を父と呼んでいるのなら、あなたがたが地上にしばらくとどまっている間の時を、恐れかしこんで過ごしなさい。 

と。結局、あの姉妹にとって、みことばこそが喜びとなり、励ましとなり、慰めとなったのです。

結局、人間はみことばを信ずるか信じないかは、非常に大きな問題です。今、兄弟の言われた再臨のことについても、同じこと言えるなのではないでしょうか。聖書を信ずるものは、もちろん再臨を信ずるようになります。みことばを食べれば、再臨を待ち望むようになるなのではないでしょうか。「今日かもしれない！」こういう期待をもって毎日生活すると、やっぱり見方は変わります。

今日からは、今までと全く違ったテーマについて学びはじめたいと思うんです。一つの本、すなわちマルコによる福音書について、少し考えたいと思います。確かに一つの学びになるかもしれない。昔は火曜日はいつも婦人会だった。けども、そうすると兄弟たちはやっぱりちょっと、「来てもいいんですか。」という声も出たから、そしたら「婦人会」やめましょうよ。「火曜日の学び会」。けど、学ばなくちゃいけないか？！ということになると、また困っちゃうんです。昔は軽井沢まで集まったとき、みんなBible Campという言葉を使ったんです。行きたいけど、やっぱりテントで泊まらなくちゃいけない?と、思う人もいましたし、やっぱり「Camp」はよくない。それから、どなたが出したかわからない、「修養会」になっちゃた。修養会になるとやっぱり勉強しなくちゃ、悟らなくちゃいけないじゃないかと思う人も出てきたから、たぶん徳島の姉妹だったんです。彼女は新しい言葉を使っちゃたんです。「喜びの集い」よかったぁぁぁぁと思ったんです。すべての集いとは、喜びの集いとなるべきです。なるかどうかそれは、人間にかかってる。悔い改めたくない人にとって、決して喜びの集いにはならない。けど、「主よ、語ってください。わからないから。悲しいから。落ち込んでるから。語って。」そういう気持ちで、みことばを開くとやっぱり嬉しくなります。

イエス様の聖書に対する態度とは、非常に大切だと思います。イエス様は、もちろんうそを知らなかった。人間そのものはもちろんうそつきです。ある人々はね、祈りながらでさえもうそをつくんです。ちょっと。本当は祈りのとき、やっぱり正直にならなくちゃいけない。もちろんイエス様は祈ったとき、真理そのものを語ったのです。イエス様は祈りながら、「父よ。あなたのみことばは、真理です。」と、告白したのです。結局、イエス様にとって創世記からマラキ書まで、当時の聖書そのものは、イエス様にとって真理そのものでした。イエス様は聖書全体を信ずることができたから、私たちも安心して、信ずることができるなのではないでしょうか。

聖書を学ぶ場合、学ぶというと本当はあんまり好きじゃないけど、結局、救われるために聖書読まなくてもいいんです。ぺちゃんこな者として、自分のわがままを告白すると主は赦してくださる。救いとはそれなんです。知識そのものは必要ない。くだかれれば主は赦してくださる。けど、イエス様をよりよく知りたいと思えば、やっぱりみことばに頼らないと成長はありえません。

聖書を学ぶ場合に一番大切なことは、次のようなことでしょう。すなわち、聖書自身が自らを明らかにするということです。ほかの人のもの書いたの別に読まなくてもいい。読んでもいいけど大切なのは、人間の書いてること、人間のしゃべってることじゃなくて、「聖書はなんと言ってるか」、聖書自身が自らを明らかにする、という原則は非常に大切です。ですから一緒に聖書を学ぼうとするときには、聖書全体が何を言ってるかを正しく理解しなければならない、なのではないでしょうか。

聖書を通して本当は何でも証明することができます。いわゆる異端とは、結局その証拠なのではないでしょうか。こういうふうに書いてるからだから、ああだこうだなのではない。聖書全体を見なければ、非常に危ない、ということです。例えば、いわゆるカリスマ的な教会は非常に増えてます。いうまでもなくみんな聖書を使ってます。けど彼らは、聖書のあるところだけを大切にするんです。どういうところを大切にするかと言いますと、イスラエルの民に約束された預言を大切にする。的外れです。

主の目から見ると、イスラエルの民とは、違う。われわれは、いわゆる体なる教会に属する者ですから、全然違う！この地上に私たちは将来性を持っていません。私たちの国籍は天国です。

言いたいのは、聖書を通して、結局人間は、自分勝手に、何でも証明することができるのです。聖書全体を見るべきです。例えば、新約聖書の中の福音書、あるいは手紙を学ぼうとするときには、絶えず、新約聖書と旧約聖書の関係の中で、そのところを読まなければなりません。それですから、聖書の中の一部分を読む場合などは、それが聖書全体の中でどのように位置付けられてるか注意し、そのところだけでなくある場合に前の方にさかのぼり、ある場合には後ろの方を見なければなりません。

したがって私たちが、これからマルコによる福音書を学んでいくにあたって、まず最初に、福音書と旧約聖書との関係、また福音書と使徒の働きとの関係、また福音書と手紙との関係、それから、福音書と黙示録の関係について、考えるべきなのではないでしょうか。まず、福音書と旧約聖書の関係を明らかにしたいと思います。

例えば、創世記を見ると、その中ですでに、メサイヤ、約束された救い主、悪魔に対して勝利を得るお方の到来について書き記され、預言されています。初めての箇所は、おそらく3章の15節でしょう。

創世記3:15

15 わたしは、おまえと女との間に、また、おまえの子孫と女の子孫との間に、敵意を置く。彼は、おまえの頭を踏み砕き、おまえは、彼のかかとにかみつく。」 

これは、「救い主は罪の問題を解決してくださる。」と預言されています。12章、同じく創世記の12章3節を見ると、アブラハムに与えられた約束です。もちろん長い目で見るとイエス様に対する約束でもあります。12章の3節。

創世記12:3

3 あなたを祝福する者をわたしは祝福し、あなたをのろう者をわたしはのろう。地上のすべての民族は、あなたによって祝福される。」 

結局、全世界は将来イスラエルによって、また約束された救い主なる、王の王、主の主であるイエス様によって祝福される。もう一箇所49章の10節です。49章の10節です。

創世記49:10

10 王権はユダを離れず、統治者の杖はその足の間を離れることはない。ついにはシロが来て、国々の民は彼に従う。 

聖書の中で何箇所を見ても、やっぱり救い主はユダから来ると約束されています。

次の出エジプト記の中には、モーセの律法、すなわち、主なる神の御心が記されています。新約聖書を通して、私たちが理解することは、その律法が主イエス様によって成就されたということです。

次にレビ記を見ると、そこには幕屋について多くのことが記されています。そしてその幕屋は、主イエス様の象徴であり、それは主イエス様を通して成就されたのです。

そのほかにも詩篇や預言書などを見ると、イエス様を指し示す多くの事柄が書き記されてることに気がつきます。たとえば、詩篇22篇、23篇、24篇、110篇を、読むと本当にわかります。全部イエス様を指す預言の言葉であります。

ルカの福音書の24章を読むとイエス様は次のように言っておられます。エマオへ行く途中の二人の弟子たちに、イースターの朝に出会ったときの話です。

ルカの福音書24:44

44 さて、そこでイエスは言われた。「わたしがまだあなたがたといっしょにいたころ、あなたがたに話したことばはこうです。わたしについてモーセの律法と預言者と詩篇とに書いてあることは、必ず全部成就するということでした。」 

旧約聖書とは、結局モーセの律法であり、預言書であり、また詩篇であります。マタイの福音書を見ても、同じことが書かれてます。11章の4節と5節です。結局、来るべき救い主とはどういうお方であるかについて、旧約聖書の中で書かれてます。そしてここで、すべてはイエス様を通して成就されたことについて書かれてます。11章の4節。バプテスマのヨハネに伝えなさいという話です。

マタイの福音書11:4-5

4 イエスは答えて、彼らに言われた。「あなたがたは行って、自分たちの聞いたり見たりしていることをヨハネに報告しなさい。 

5 盲人が見、足なえが歩き、らい病人がきよめられ、つんぼの人が聞こえ、死人が生き返り、貧しい者には福音が宣べ伝えられているのです。 

と。イエス様は病人がかわいそうと思って、同情していやしたなのではない。健康はすべてじゃないからです。イエス様はどうして当時の病人をみないやしたかと言いますと旧約聖書の中で預言したからです。約束されたメサイヤが来ると病人たちはいやされる。だから、イエス様はいやしてくださっただけなんです。

ルカの福音書4:17-21

17 すると、預言者イザヤの書が手渡されたので、その書を開いて、こう書いてある所を見つけられた。 

18 「わたしの上に主の御霊がおられる。主が、貧しい人々に福音を伝えるようにと、わたしに油を注がれたのだから。主はわたしを遣わされた。捕われ人には赦免を、盲人には目の開かれることを告げるために。しいたげられている人々を自由にし、 

19 主の恵みの年を告げ知らせるために。」 

20 イエスは書を巻き、係の者に渡してすわられた。会堂にいるみなの目がイエスに注がれた。 

21 イエスは人々にこう言って話し始められた。「きょう、聖書のこのみことばが、あなたがたが聞いたとおり実現しました。」 

意味は、『わたしは預言され、約束された、救い主です。』、結果はどうであったかわかりません。みんな怒ってイエス様をその場で殺そうと思ったんです。

ヨハネの福音書5:46

46 もしあなたがたがモーセを信じているのなら、わたしを信じたはずです。モーセが書いたのはわたしのことだからです。 

モーセはイエス様のこと書いたと、ここで書かれてます。

ヨハネの福音書5:47

47 しかし、あなたがたがモーセの書を信じないのであれば、どうしてわたしのことばを信じるでしょう。」 

このような箇所を見ると、私たちは福音書と旧約聖書の関係について、次のようにまとめて言うことができます。

旧約聖書は、主イエス様の生涯、主イエス様の苦難、主イエス様の死などについての約束そのものです。そして4つの福音書は、それが成就されたことを、あらわすために書かれてるものです。その意味で、旧約聖書は新約聖書からの光によって、すべてが明らかになるわけです。そして、主イエス様ご自身が、言わば旧約聖書のカギとなるわけです。

ということなので、主の救いのご計画を正しく理解するためには、どうしても旧約聖書全体が明らかにされなければなりません。すなわち旧約聖書を学ぶことは、福音書を明らかにするために必要である、ということも言えましょう。別の言葉で言うならば、その反対に新約聖書を学ぶことこそ、本当の意味で旧約聖書を明らかにする、ということにもなるわけです。

今は福音書と旧約聖書との関係についてちょっと考えたんですけども、次に福音書と使徒の働きとの関係について、考えたいと思います。

福音書と使徒の働きを、ちょっと比較しましょう。新約聖書の中には、4福音書のほかに、使徒の働き、手紙、そして黙示録があります。けどこれらのものが、福音書なしに存在することはできません。中心なるのはもちろん福音書です。例えば、福音書と使徒の働きとの関係は非常に密接なものです。福音書の内容は、主イエス様によって救いのみわざが成就したことであり、これに対して、使徒の働きは、その福音を広く宣べ伝えた歴史です。2、3箇所読むとわかります。2章からちょっと読みましょうか。使徒の働きの2章22節。五旬節のときのペテロの証の中の言葉です。

使徒の働き2:22-24

22 イスラエルの人たち。このことばを聞いてください。神はナザレ人イエスによって、あなたがたの間で力あるわざと、不思議なわざと、あかしの奇蹟を行なわれました。それらのことによって、神はあなたがたに、この方のあかしをされたのです。これは、あなたがた自身がご承知のことです。 

23 あなたがたは、神の定めた計画と神の予知とによって引き渡されたこの方を、不法な者の手によって十字架につけて殺しました。  

24 しかし神は、この方を死の苦しみから解き放って、よみがえらせました。この方が死につながれていることなど、ありえないからです。 

使徒の働き2:32-33

32 神はこのイエスをよみがえらせました。私たちはみな、そのことの証人です。 

33 ですから、神の右に上げられたイエスが、御父から約束された聖霊を受けて、今あなたがたが見聞きしているこの聖霊をお注ぎになったのです。 

使徒の働き2:36-38

36 ですから、イスラエルのすべての人々は、このことをはっきりと知らなければなりません。すなわち、神が、今や主ともキリストともされたこのイエスを、あなたがたは十字架につけたのです。」 

37 人々はこれを聞いて心を刺され、ペテロとほかの使徒たちに、「兄弟たち。私たちはどうしたらよいでしょうか。」と言った。 

38 そこでペテロは彼らに答えた。「悔い改めなさい。 

使徒の働き3:13-15

13 アブラハム、イサク、ヤコブの神、すなわち、私たちの先祖の神は、そのしもべイエスに栄光をお与えになりました。あなたがたは、この方を引き渡し、ピラトが釈放すると決めたのに、その面前でこの方を拒みました。 

14 そのうえ、このきよい、正しい方を拒んで、人殺しの男を赦免するように要求し、 

15 いのちの君を殺しました。しかし、神はこのイエスを死者の中からよみがえらせました。私たちはそのことの証人です。  

使徒の働き4:10-12

10 皆さんも、またイスラエルのすべての人々も、よく知ってください。この人が直って、あなたがたの前に立っているのは、あなたがたが十字架につけ、神が死者の中からよみがえらせたナザレ人イエス・キリストの御名によるのです。 

11 『あなたがた家を建てる者たちに捨てられた石が、礎の石となった。』というのはこの方のことです。 

12 この方以外には、だれによっても救いはありません。世界中でこの御名のほかには、私たちが救われるべき名としては、どのような名も、人間に与えられていないからです。」 

使徒の働き5:30-32

30 たちの先祖の神は、あなたがたが十字架にかけて殺したイエスを、よみがえらせたのです。 

31 そして神は、イスラエルに悔い改めと罪の赦しを与えるために、このイエスを君とし、救い主として、ご自分の右に上げられました。 

32 私たちはそのことの証人です。神がご自分に従う者たちにお与えになった聖霊もそのことの証人です。」 

今の読んだ箇所を通してはっきりわかることは、福音書と使徒の働きの密接な関係を知ることができます。しかしながら、ただ単に使徒の働きとの関係だけでなく、第3番目になりますけども、福音書と手紙との関係も、もちろん密接な関係を持ってることを忘れてはなりません。

主イエス様の弟子たちが、日々耳で聞き、つぶさに体験したことが手紙に書かれています。主のみわざが成就されたことは、福音書に書かれているが、そのことをさらに詳しく明らかにしたものが、手紙であると言えます。ちょっと3箇所見てみましょうか。ローマ人への手紙3章の24節から。

ローマ人への手紙3:24-26

24 ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、価なしに義と認められるのです。 

25 神は、キリスト・イエスを、その血による、また信仰による、なだめの供え物として、公にお示しになりました。それは、ご自身の義を現わすためです。というのは、今までに犯されて来た罪を神の忍耐をもって見のがして来られたからです。 

26 それは、今の時にご自身の義を現わすためであり、こうして神ご自身が義であり、また、イエスを信じる者を義とお認めになるためなのです。 

また、6章の6節。結局イエス様の救いとはどういうものであるか。手紙を通して明らかになります。

ローマ人への手紙6:6

6 私たちの古い人がキリストとともに十字架につけられたのは、罪のからだが滅びて、私たちがもはやこれからは罪の奴隷でなくなるためであることを、私たちは知っています。 

ローマ人への手紙6:11

11 このように、あなたがたも、自分は罪に対しては死んだ者であり、神に対してはキリスト・イエスにあって生きた者だと、思いなさい。 

あるいは8章。同じくローマ人への手紙の8章2節。

ローマ人への手紙8:1-2

1 こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。 

2 なぜなら、キリスト・イエスにある、いのちの御霊の原理が、罪と死の原理から、あなたを解放したからです。 

ローマ人への手紙8:14

14 神の御霊に導かれる人は、だれでも神の子どもです。 

ローマ人への手紙8:37

37 しかし、私たちは、私たちを愛してくださった方によって、これらすべてのことの中にあっても、圧倒的な勝利者となるのです。 

ローマ人への手紙10:13

13 「主の御名を呼び求める者は、だれでも救われる。」のです。 

また、パウロは、コリントにいる兄弟姉妹に次のように書いたのです。コリント人への手紙第Iの1章9節。

コリント人への手紙第I、1:9

9 神は真実であり、その方のお召しによって、あなたがたは神の御子、私たちの主イエス・キリストとの交わりに入れられました。 

コリント人への手紙第I、1:18-25

18 十字架のことばは、滅びに至る人々には愚かであっても、救いを受ける私たちには、神の力です。 

19 それは、こう書いてあるからです。「わたしは知恵ある者の知恵を滅ぼし、賢い者の賢さをむなしくする。」 

20 知者はどこにいるのですか。学者はどこにいるのですか。この世の議論家はどこにいるのですか。神は、この世の知恵を愚かなものにされたではありませんか。 

21 事実、この世が自分の知恵によって神を知ることがないのは、神の知恵によるのです。それゆえ、神はみこころによって、宣教のことばの愚かさを通して、信じる者を救おうと定められたのです。 

22 ユダヤ人はしるしを要求し、ギリシヤ人は知恵を追求します。 

23 しかし、私たちは十字架につけられたキリストを宣べ伝えるのです。ユダヤ人にとってはつまずき、異邦人にとっては愚かでしょうが、 

24 しかし、ユダヤ人であってもギリシヤ人であっても、召された者にとっては、キリストは神の力、神の知恵なのです。 

25 なぜなら、神の愚かさは人よりも賢く、神の弱さは人よりも強いからです。 

また6章。同じくコリント人への手紙第Iの6章。19節、20節はよく知られてる箇所です。

コリント人への手紙第I、6:19

19 あなたがたのからだは、あなたがたのうちに住まれる、神から受けた聖霊の宮であり、あなたがたは、もはや自分自身のものではないことを、知らないのですか。 

わすれたの？

コリント人への手紙第I、6:20

20 あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。ですから自分のからだをもって、神の栄光を現わしなさい。 

最も大切な書とは15章でしょう。15章の3節。4節。

コリント人への手紙第I、15:3-4

3 私があなたがたに最も大切なこととして伝えたのは、私も受けたことであって、次のことです。キリストは、聖書の示すとおりに、私たちの罪のために死なれたこと、 

4 また、葬られたこと、また、聖書に従って三日目によみがえられたこと、 

パウロは自分の学んだことを伝えよう。そういう気持ち、全然なかったんです。もしかすると当時、聖書学者として、NO.1かNO.2だったか、のどちらかです。けども彼は、「私は受けただけだよ。」と、ここで言っているのです。受けたことだけ伝えるのです。

コリント人への手紙第I、15:20-23

20 しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の中からよみがえられました。 

21 というのは、死がひとりの人を通して来たように、死者の復活もひとりの人を通して来たからです。 

22 すなわち、アダムにあってすべての人が死んでいるように、キリストによってすべての人が生かされるからです。 

23 しかし、おのおのにその順番があります。まず初穂であるキリスト、次にキリストの再臨のときキリストに属している者です。 

今、兄弟が言われた牧師とは、結局キリストのものではなかったんです。聖書のこともちろん信じたし、忠実に宣べ伝えたし、けど、本当の意味で救われていなかったんです。キリストの霊をもっていなかったからです。聖霊の宮になっていなかったからです。知識を得ることによって誰も救われません。キリストに属する者はみな引き上げられるようになります。属していない者は残されます。24節。

コリント人への手紙第I、24-28

24 それから終わりが来ます。そのとき、キリストはあらゆる支配と、あらゆる権威、権力を滅ぼし、国を父なる神にお渡しになります。 

25 キリストの支配は、すべての敵をその足の下に置くまで、と定められているからです。 

26 最後の敵である死も滅ぼされます。 

27 「彼は万物をその足の下に従わせた。」からです。ところで、万物が従わせられた、と言うとき、万物を従わせたその方がそれに含められていないことは明らかです。 

28 しかし、万物が御子に従うとき、御子自身も、ご自分に万物を従わせた方に従われます。これは、神が、すべてにおいてすべてとなられるためです。 

また、

コリント人への手紙第I、57

57 しかし、神に感謝すべきです。神は、私たちの主イエス・キリストによって、私たちに勝利を与えてくださいました。 

最後に、福音書と黙示録の関係について、ちょっとだけ考えて終わります。黙示録は言わば、完成の書物です。イエス様の救いが成就した、ということは黙示録で、最後の完成を見ることができます。21章から、ちょっと2，3節読みます。21章の1節から。

ヨハネの黙示録21:1-5

1 また私は、新しい天と新しい地とを見た。以前の天と、以前の地は過ぎ去り、もはや海もない。 

2 私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、夫のために飾られた花嫁のように整えられて、神のみもとを出て、天から下って来るのを見た。 

3 そのとき私は、御座から出る大きな声がこう言うのを聞いた。「見よ。神の幕屋が人とともにある。神は彼らとともに住み、彼らはその民となる。また、神ご自身が彼らとともにおられて、 

4 彼らの目の涙をすっかりぬぐい取ってくださる。もはや死もなく、悲しみ、叫び、苦しみもない。なぜなら、以前のものが、もはや過ぎ去ったからである。」 

5 すると、御座に着いておられる方が言われた。「見よ。わたしは、すべてを新しくする。」また言われた。「書きしるせ。これらのことばは、信ずべきものであり、真実である。」 

このように見てくると、新約聖書は、福音書、使徒の働き、手紙、黙示録の密接な関係によって完全に一致した統一を持っていることがわかります。主イエス様による救いのみわざは、新約聖書の中心であるという意味で、福音書こそまさに新約聖書の基礎であると、言うことが出来るわけです。

そこで私たちが、これから、聖書、とくに新約聖書の中でもこのマルコの福音書を一緒に学んでいきたいと思うときには、心から、真剣に真理を求めていく、という飢え渇きを持つことが、非常に大切なのではないでしょうか。聖書のみことばは神のみことばですから、私たちはみことばを、主なる神の言葉として学び、主の言葉として素直に受け入れることが大切です。マルコの福音書を学ぶときのわれわれの態度は、父なる神が「これはわたしの愛する子である。これに聞け。」とマルコの福音書9章7節で言われたように、みことばに対して、耳を傾けなければなりません。「これに聞け。」という命令は主の言葉ですから、私たちはその通りにしなければなりません。

前に、ある人から一つの絵をもらったことがあります。この絵には聖書読んでる人の絵が、本当は4枚ありました。

1枚目の絵を見ると、大きな人が、小さな聖書を、読んでいます。けども、

2枚目の絵を見ると、大きな人は前よりも、少し小さくなり、そのかわり聖書が前よりも少し大きくなったんです。次に

3枚目の絵を見ると、その人は、前よりもさらに小さくなり、聖書はその人と同じくらいの大きさになりました。最後に

第4枚目の絵を見ると、その人は非常に小さくなり、それとは反対に聖書は比較にならないほど大きなものなったのです。

これからわかることは、はじめは自分の考えによって聖書を解釈していた人が聖書を読むうちに聖書が絶対的な権威を持つに至った、ということです。つまり、この人は、聖書を主なる神のみことばとして真剣に読み、みことばに耳を傾け、注意してきましたから、みことばがそのひとの血となり、肉となって、自分の思いが消えていてしまったのです。その結果みことばが、本当にすべてとなり、イエス様ご自身がますます大きくなったということを、わかりやすく説明したわけです。今日、多くの人はみことばを軽く考えて、自分の考えで勝手に解釈したり、みことばに対してみことばに耳を傾けることを全然しないとは、悲しい事実なのではないでしょうか。けど、正しくみことばを学ぶときに、聖書のみことばこそ絶対的な権威を持たなければなりません。

聖書というものは、決して研究するために書かれたものではない。これを通し、主ご自身が私たちに語りかけてくださるみことばを、注意深く聞かなければならないのです。私たちが主のみことばを聞き、それに従うときにはローマ人への手紙10章の17節のみことばを、体験することができるのです。

ローマ人への手紙10:17

17 そのように、信仰は聞くことから始まり、聞くことは、キリストについてのみことばによるのです。 

聖書に書かれてることがらが、絶対的な権威を持った主のみことばとして受け入れ、それに耳を傾けない者は決して生き生きとした信仰を持ち得ないのです。

